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■ 貸付対象 

  新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生計維持が困難と

なり、生活再建までの生活費を必要とする世帯とします。 

他道府県社会福祉協議会で今回の特例貸付を既に受けている世帯は対象外です。 

本資金は、緊急小口資金【特例貸付】と同じ時期に貸付けることはできません（緊急小

口資金を利用したあとに、収入減が続く場合や失業等となった場合に、総合支援資金を

申請することは可）。 

 

■ お申込みに際して必要な書類等 

（１）借入申込書 

（２）重要事項説明書 

（３）借用書 

（４）住民票の写し（世帯全員が記載された発行後 3か月以内のもの） 

（５）預金通帳（借入申込者名義）の写し 

 ※銀行名、支店、口座番号、名義が表示されているページ 

（６）本人確認書類（健康保険証、運転免許証、パスポート、マイナンバーカードのいずれか） 

   ※健康保険証の写しは、保険者番号および被保険者等記号・番号をマスキングしてご 

提出ください。 

（７）在留カード（外国人の場合） 

（８）収入の減少状況に関する申立書 

（９）総合支援資金特例貸付 貸付にかかる申出書 

（10）総合郵送前のチェックリスト ※窓口受付の場合は「受付時チェックリスト」 

 

※（1）（2）（3）（8）（9）は、必ず借入申込者ご本人の署名が必要です。 

※郵送申請では、郵送の前に（１）～（３）、（８）、（９）の書類をご自分でコピーし、 

返済完了まで保管してください。 

新型コロナウイルス感染症の影響による離職等による 

総合支援資金 生活支援費（特例貸付）のご案内 

貸 付 額 二人以上世帯 月額２０万円以内 

 単身世帯 月額 15万円以内 
    ●貸付金交付  申請から交付まで最短 20日 

    ●貸 付 期 間  原則 3カ月以内 

    ●据 置 期 間  １年以内 
※令和４年３月末以前に償還時期が到来する予定の貸付 

に関しては、令和４年３月末まで延長。 
    ●返 済 期 間  10年以内（120回以内） 

    ●連帯保証人  不要 

    ●利 子  無利子 
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※郵送申請の際は、書留（配達確認ができる送付方法）にて新宿区区社会福祉協議会に 

送付してください。 

※新宿区社会福祉協議会で申請後、緊急小口資金（特例貸付）の貸付けを受けた場合、

貸付金の送金の事実（送金先と送金が確認できる（記帳された）預金通帳のコピーの

提出）をもって（4）（6）の提出を省くことができます。 

 

 

■ お申込みにあたって 

►来所される際は、来所前に検温をお願いします。発熱している場合は、来所相談をご遠慮 

ください。 

►代理申請について 

 相談者の世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者または濃厚接触者がいる場合 

で、郵送申請が困難な場合には、窓口に来所し代理申請を行うことも可能です。 

代理申請する場合には、代理人と借入希望者双方の住所・氏名・押印のある委任状と、

窓口来所の代理人の本人確認書類の提示が必要です。詳しくはお問い合わせください。 

 

■ 貸付金の送金   ご指定の金融機関口座（ご本人名義に限る）に１か月ごと分割振込み 

 

■ ご返済について  原則として金融機関口座引落しで毎月ご返済いただきます。口座設定

ができない場合は、指定の払込票でゆうちょ銀行からお振込みいただ

きます。  

※今回の特例措置では新たに、償還時において、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯 

の償還を免除することができることとしています。 

 

■ お申込み・問い合わせ先  
 

新宿区社会福祉協議会地域活動支援課 総合相談担当 

〒１６９－００７５ 新宿区高田馬場１－１７－２０ 

電話 ０３－５２７３－３５４６ 


